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九州電力送配電から感電事故防止のお願い
　たこ揚げの季節になりました。感電事故防止のため、電線付近でたこ揚げを行ったり、電柱
や鉄塔に昇ったりしないようにしてください。万一、たこが電線等にかかった場合は、自分で
取ろうとせず、お近くの九州電力送配電までご連絡いただきますようお願いします。
　九州電力株式会社 延岡配電事業所　 0800-777-9440

① 締める ② 水を出し切る
③ 止める空の状態

締めたまま

屋外 屋内

【水道管の水抜き(空き家など)】

　空き家など長期間使用しない家屋等を管理している場合は、メーター横の止水栓を締めて、宅内の蛇口のどこか
1か所から水を出し切って、水道管の中を空の状態にしておくと凍結しにくくなります。

凍結した場合の対処法　溶けるのを待つかタオルなどを巻いた上からぬるま湯をかけて下さい。
　※熱湯は、急激な温度変化で破裂の危険があるので、絶対にかけないで下さい。
破損してしまったときは　町の指定給水装置工事事業者に修繕を依頼して下さい。
　事業者一覧は、町ホームページで確認できます。なお、宅内の修繕費用については、
利用者ご本人の支払いとなります。
   上下水道課    73-1209　 73-1232

【水道メーター周りの保護】
　水道のメーター周りも凍結しやすい場所です。
発泡スチロールなどを袋に入れて、メーターや
止水栓の周りに敷き詰めておくことも凍結防止
の効果があります。
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【露出管の保護】
　むき出しになっている水道管や、北側の日陰、風当たりの強い
場所にある水道管は特に凍結しやすいので、あらかじめ保温材や
毛布などを巻き付け、その上からビニールテープ等を巻いて保護
をして下さい。
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上下水道課から凍結防止対策のお知らせ
　本格的な冬を迎え、日に日に寒さが厳しくなってきています。寒波により気温がマイナス4度を下回ったり、氷点下
の日が長期間続いたりすると、水道管が凍結して水が出なくなったり、破損したりすることがあります。
　特に、現在住んでいない家屋等を管理されている方の場合、水道管が破損して漏水しても、すぐに気づくことがで
きずに水道料金が高額になってしまうケースがあります。
　通常、凍結破損により水道料金が高額になっても料金軽減の対象にはなりません。
　事前に対策をして、水道管を凍結から守りましょう。

凍結防止対策の例

ⓘ インフォメーション
　問合わせ先　　申込み先

出展団体
　町内保育園・幼稚園、小学校・中学校、旭ヶ丘学童クラブ、延岡しろやま支援学校高千穂校、高千穂高等学校、高
千穂町さんさんクラブ連合会、西臼杵地域障がい者自立支援協議会、養護老人ホームときわ園、キルトクラブ花
みずき、刺し子葩、小原流千穂会、高千穂俳句会、跡取川ふれあいサロン、中川登公民館ひまわりサロン、なでし
こPC教室、中央公民館講座、中央公民館Boxギャラリー、がまだせ若竹会議、高千穂町教育支援センター、教育
委員会（高千穂町文化財絵画コンクール・人権作品展・国スポ彫りものプロジェクト作品）
出展個人※敬称略
　武田奈津子（書）、甲斐愛光（神楽面）、甲斐立子（スクラッチアート）、飯干太治、工藤美樹雄（絵画）、田上弘文
（写真）、田﨑由美子・甲斐まり映・江藤英子（手芸）・佐藤雅夫（竹灯篭）

　「たかちほハートフル作品展」を１１月２２日（土）から２４日（月）の３日間、高千穂町武道館で開催しました。
この作品展は、町内の園児や児童生徒が制作した作品や、町民の皆さんが生涯学習活動や創作活動において制作
した作品を一堂に展示する作品展で、今回は47の団体・個人から約1900点の作品の出展がありました。
　また、高千穂町出身で元小学校教諭、佐藤義和氏の鉛筆画展、若山牧水賞記念事業「みやざき百人一首パネル展」
を同時開催しました。
　来場者からは、「いろんなアイデアがあるんだなーと感心しました。子どもたちの日頃の頑張りをいろんな方々に
見てもらう機会をもっと作ってもらえると嬉しいです」、「普段は芸術に触れることがないので良い刺激になりまし
た」、「子どもたちの発想には、平和な時代に思い切り学べる事を感じました。高齢者も心込めた作品を、まだ何年も
作ってほしいです。何事にも頑張る力強さを感じました」などの声をいただきました。
　今回は出展された作品の一部をご紹介します。

出展いただきました皆さま、ご協力ありがとうございました。

～今月のテーマ～
芸術の秋！心癒される作品揃い「たかちほハートフル作品展」
「佐藤義和鉛筆画展」、「みやざき百人一首パネル展」を開催！


